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News Release 

      
2016 年 9 月 20 日 

＜報道関係各位＞  
一般社団法人日本化学工業協会 

 

日本動物実験代替法学会 第１回 日化協ＬＲＩ賞 受賞者決定 

 

一般社団法人日本化学工業協会（住所：東京都中央区、会長：石飛 修 （住友化学(株) 代表取締役会長）、

以下「日化協」）は、日化協ＬＲＩ※1での研究者奨励（育成）の一環として、“化学物質が人の健康や環境に

与える影響”に関する優れた研究業績をあげた研究者を表彰する「日化協 ＬＲＩ賞」を、日本毒性学会に続

き、あらたに日本動物実験代替法学会にも設け、初の受賞者を次のとおり決定いたしました。 

      ※1ＬＲＩ：Long-range Research Initiative = 長期自主研究活動 

 

審査については、6月 17日～7月 15日 日本動物実験代替法学会（ＪＳＡＡＥ)ホームページならびに日化

協ＬＲＩホームページで公募を行い、ＪＳＡＡＥ内学術委員会にて厳正なる審査を行っていただきました。

この結果、推薦をいただいた候補者について日化協として正式に承認いたしました。 

 

［受賞者］大森 崇（おおもりたかし）  
神戸大学医学部付属病院 臨床研究推進センター 特命教授 
 

［テーマ］コメットアッセイ※2ＪａＣＶＡＭ※3国際バリデーション研究※4における中 
  央値に基づく再解析の結果 

［受賞理由］ (主に以下２点の業績が評価されました) 

① バリデーション研究における新規性・独創性、および試験法公定化への貢献、ガ

イドライン実用化へのインパクト等の評価を行った結果、本テーマにおける 

ＪａＣＶＡＭバリデーションデータの統計解析研究はいずれにおいても高い評価  

を得た。 

② 日本で実施された多くの動物実験代替法のバリデーション研究に統計学者として

関与し、ＯＥＣＤテストガイドライン※5の成立に多大なる貢献をしてきた。今後

も更なる活躍が期待できる研究者である。 

 
※2コメットアッセイ：個々の細胞のDNA損傷を直接検出する試験法。 
※3ＪａＣＶＡＭ：Japanese Center for the Validation of Alternative Methods（日本動物実験代替法評価セン

ター）、化学物質等の安全性評価における動物実験の３Ｒｓ（Replacement、Reduction and Refinement）促進と

国際協調を重視した新規動物実験代替法の公定化を進めるための組織。 
※4バリデーション研究：新規試験法の公定化のため、精度、感度および特異性などを評価する研究。 
※5ＯＥＣＤテストガイドライン：化学物質やその混合物の安全性を評価するための国際的に合意された試験方法、

法令(化審法、TSCA、REACH等）で国際的に合意された試験方法。 

 

なお、授賞式は11月 18日に九州大学（福岡市）で開催する日本動物実験代替法学会第29回大会にて執り

行われます。 

 

ＬＲＩは、国際化学工業協会協議会（ＩＣＣＡ）に加盟している欧州化学工業連盟、米国化学工業協会お

よび日化協の３つの団体によって１９９９年より運営されているグローバルプログラムであり、化学物質の

安全性を向上させ、不確実性を低減させることを目的に、“化学物質が人の健康や環境に与える影響”に関す

る研究を長期的に支援している自主活動です。日化協では２０００年よりＬＲＩを通じた研究支援を行って

います。「日化協 ＬＲＩ賞」は、ＬＲＩの認知拡大および理解促進を図るとともに、同分野の優れた若手の

研究者および世界をリードするような新しい研究分野を発掘することを目指して２０１５年より設立いたし

ました。 

以 上 


